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米子市成人式
１月３日に米子コンベンションセン
ターで開催された米子市成人式。
写真左上：新成人代表　荒
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アトラクションでミット打ちを披露す
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世
せ

川
がわ

武
た け る
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関連記事：Ｐ６「新成人の門出を祝う」



申
告
が
必
要
な
方

■
所
得
税
の
確
定
申
告

１　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
り
、
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

が
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
方

２　

給
与
所
得
者
で
…

①
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
2,000
万
円

を
超
え
る
方

②
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

※
20
万
円
を
超
え
な
い
場
合
で
も
、

市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
と
な
り

ま
す
。

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支

払
を
受
け
て
い
る
方　

な
ど

３　

土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売

却
し
た
方

■
所
得
税
に
お
け
る
年
金
所
得
者
に

係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
分
か
ら
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
400
万
円
以
下
で
あ

り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
次
に
当
て
は
ま
る
と
き
は

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

み
が
あ
る
方
で
、「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
や
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
以
外
の
各

種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
と
き
。

②
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
が
あ
る
と
き
。

▼
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻

る
方

　

多
く
の
給
与
所
得
者
の
所
得
税

は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算
さ

れ
、
改
め
て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
事
由
が
平

成
23
年
中
に
あ
る
方
は
、
申
告
す
れ

ば
所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

①
火
災
や
震
災
、
風
水
害
、
盗
難
な

ど
の
被
害
を
受
け
た
と
き

②
病
気
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き

③
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
て
再

就
職
し
て
い
な
い
と
き

④
都
道
府
県
・
市
区
町
村
へ
の
寄

附
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
寄
附
な

ど
を
し
た
と
き

⑤
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
資
金

を
借
入
れ
、
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま

た
は
増
改
築
を
し
た
と
き

■
市
・
県
民
税
の
申
告

１　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

米
子
市
に
住
所
が
あ
る
方

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

②
給
与
所
得
の
み
、
も
し
く
は
公

的
年
金
等
に
係
る
所
得
の
み
の
方

で
、
給
与
・
公
的
年
金
等
の
支
払

先
な
ど
か
ら
市
役
所
へ
支
払
報
告

が
な
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

※
社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控

除
な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

２　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
・
家
屋

敷
を
有
す
る
方
で
市
内
に
住
ん
で

い
な
い
方

●
市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
）

　

市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原
則
と

し
て
申
告
期
限
内
に
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

と
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
年
末

調
整
や
確
定
申
告
な
ど
で
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
人
事
業
税
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・
県

民
税
の
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
年
の
中
途
で
の
開
・
廃
業
、

専
従
者
控
除
、
事
業
損
失
や
被
災

事
業
用
資
産
損
失
の
繰
越
控
除
、

事
業
用
資
産
の
譲
渡
損
失
の
控

除
、
事
業
用
の
非
課
税
所
得
な
ど

は
、
確
定
申
告
書
な
ど
に
忘
れ
ず

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
贈
与
税
の
申
告

　

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産

の
価
額
ま
た
は
受
け
た
利
益
の
価

額
の
合
計
額
が
110
万
円
を
超
え
る

場
合
に
は
、
贈
与
税
の
申
告
と
納

税
が
必
要
で
す
。
相
続
時
清
算
課

税
を
選
択
す
る
場
合
ま
た
は
選
択

し
て
い
る
場
合
に
は
、
贈
与
を
受

け
た
財
産
の
価
額
ま
た
は
受
け
た

利
益
の
価
額
に
か
か
わ
ら
ず
贈
与

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申

告
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

申
告
と
納
付
期
限
は
４
月
２
日
で

す
。）

　

平
成
21
年
分
の
課
税
売
上
高
が

1,000
万
円
を
超
え
る
個
人
事
業
者
お

よ
び
課
税
売
上
高
が
1,000
万
円
以
下

で
、平
成
22
年
12
月
末
ま
で
に
「
消

費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
て
い
る
個
人
事
業
者

木



申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

～
こ
れ
だ
け
は
お
忘
れ
な
く
～

①
申
告
書
や
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
て

い
る
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
や
ハ
ガ

キ
」
と
「
印
鑑
」

②
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
の
あ
る
方

は
、「
源
泉
徴
収
票
」

③
個
人
年
金
や
講
演
料
な
ど
の
雑
所

得
、
生
命
保
険
の
一
時
金
や
損
害
保

険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得

が
あ
る
方
は
、
そ
の
支
払
の
明
細
が

わ
か
る
も
の
（
支
払
調
書
な
ど
）

④
事
業
所
得
の
あ
る
方
は
、「
収
支

内
訳
書
」（
事
前
に
作
成
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

「
収
支
内
訳
書
」
の
用
紙
は
米
子
税
務

署
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
必
要
な
方
は
ご
用
意
願
い
ま
す
。

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
災

害
を
受
け
た
資
産
の
明
細
書
」、「
り

災
証
明
書
」、「
工
事
費
の
見
積
書
、

領
収
書
等
」

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
等
、
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細

書
」

⑦
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
社
会
保

険
料
の
支
払
が
あ
る
方
は
、
そ
の
金

額
の
分
か
る
も
の

⑧
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
が
あ
る

方
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
申
告
書

へ
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

⑨
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
、「
支
払
保
険
料
等
の
証
明
書
」

⑩
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
、「
支
払
保
険
料
等
の
証
明
書
」

⑪
寄
附
金
（
税
額
）
控
除
を
受
け

る
方
は
、「
寄
附
金
の
領
収
書
、
証

明
書
」
な
ど

⑫
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方
は
、「
住
民
票
の
写
し
」、「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
等
証
明
書
」、「
登
記
事
項

証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
）」、「
売
買

契
約
書
又
は
請
負
契
約
書
の
写
し
」

な
ど

⑬
本
人
お
よ
び
控
除
対
象
配
偶
者
、

扶
養
親
族
で
障
害
者
控
除
を
受
け

る
方
は
、「
身
体
障
害
者
手
帳
」、「
療

育
手
帳
」
な
ど

⑭
還
付
さ
れ
る
税
金
の
あ
る
方
は

預
貯
金
口
座
の
わ
か
る
も
の

確
定
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は

ｅイ
ー

―
Ｔタ

ッ
ク
ス

ａ
ｘ
ま
た
は
郵
送
等
で
！

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）」
な
ら
、
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
で
国
税
の
申
告
、
納

税
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
３
月
15
日
ま
で
は
24
時
間
ご

利
用
可
能
で
す
。

①
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら

所得税、市・県民税、個人事業税、贈与税、消費税及び地方消費税の申告が始まります。
例年３月に入りますと申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただくことも予想されます。あらかじめ「申
告相談に必要なもの」を事前に整えていただくよう、ご協力をお願いします。
■問合せ　市・県民税…市役所市民税課市民税係（☎２３－５１１４）
　　　　　所得税・贈与税・消費税及び地方消費税…米子税務署（☎３２－４１２１）
　　　　　個人事業税…西部総合事務所県税局課税課（☎３１－９６２６）

直
接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

②
最
高
4,000
円
の
税
額
控
除

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明

書
を
付
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
な
う
と
、
最
高
4,000

円
の
所
得
税
の
税
額
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
19
年
分

か
ら
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
で
本

控
除
の
適
用
を
受
け
た
方
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。）

③
添
付
書
類
の
提
出
省
略

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

で
行
な
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
提
出
ま
た
は

提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
、

税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
ま
た
は
提

示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
３

週
間
程
度
に
短
縮
）

（
注
）
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
電
子
証
明
書
の
取
得
が

必
要
で
す
。

〇
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

電
子
証
明
書
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
市
区
町
村
で
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
取
得
し
、
こ
れ
に
電
子
証

明
書
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３

年
間
で
す
。
期
限
切
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〇
使
用
す
る
電
子
証
明
書
が
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
別
途
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
、
青
色
申
告
決

算
書
、
収
支
内
訳
書
な
ど
が
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し

た
申
告
書
な
ど
は
、
プ
リ
ン
タ
ー

で
印
刷
す
れ
ば
、
窓
口
や
郵
送

で
そ
の
ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
申
告
に
関
す
る
各
種
用
紙
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp/

※
ご
利
用
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、

画
面
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
会
場
、
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
、
社
会
保
険
料

控
除
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
取
得
等
に
つ
い
て
は
、
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



　

申
告
会
場
お
よ
び
期
間
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
。）
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

会
場
設
営
期
間
中
は
、
米
子

市
役
所
、
米
子
税
務
署
で
は
申

告
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
２
階
国
際
会
議
室
）

▼
期
間

２
月
９
日
㈭
～
３
月
15
日
㈭

※
米
子
税
務
署
と
の
合
同
相
談

で
、
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
４
時
で
す
。

　

確
定
申
告
の
電
子
申
告
に
よ
る

税
額
控
除
に
伴
い
、
確
定
申
告
時

期
に
は
、
電
子
証
明
書
付
き
の
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
住
基

カ
ー
ド
）
を
取
得
さ
れ
る
方
が
増

え
、
市
民
課
の
窓
口
が
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
基

カ
ー
ド
の
申
請
は
な
る
べ
く
お
早

め
に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

｢

電
子
証
明
書｣

と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
や
地
方

の
行
政
機
関
が
行
な
う
電
子
申

請･

届
出
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
と
同

時
、
ま
た
は
取
得
後
に
電
子
証
明

書
発
行
の
申
請
を
さ
れ
れ
ば
、
住

基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
を
記
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
後

に
、
郵
送
に
よ
る
本
人
照
会
を
行

な
い
、
郵
送
さ
れ
た
照
会
書
を
再

度
窓
口
に
お
持
ち
い
た
だ
い
た
際

に
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
行
な
い

ま
す
。
な
お
、
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
は
、
即
日
交
付
で
き

ま
す
。
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

を
お
考
え
の
方
は
、
住
基
カ
ー
ド

の
交
付
手
続
き
を
済
ま
せ
て
か
ら

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
し
て

い
た
だ
く
と
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
な
え
ま
す
。
住
基
カ
ー
ド
と

電
子
証
明
書
の
作
成
の
所
要
時
間

は
、
合
わ
せ
て
約
20
分
程
度
で
す

が
、
混
雑
時
に
は
時
間
が
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
日
に
ち
と
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
500
円

②
電
子
証
明
書
交
付
手
数
料
500
円

③
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、「
上
半
身
、
無
帽
、

正
面
、
無
背
景
で
６
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
縦
４
・
５
セ
ン
チ
×
横

３
・
５
セ
ン
チ
の
大
き
さ
」
の
写

真
を
１
枚
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
市

役
所
で
の
撮
影
も
可
能
で
す
。

■
問
合
せ

市
民
課
窓
口
係

（
☎
23
―
５
１
４
４
）

電
子
申
告
の
た
め
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
取
得
は
お
早
め
に
！

申
告
会
場

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
を
交
付
し
ま
す

　

障
害
者
手
帳
等
の
な
い
方
で

も
、
平
成
23
年
12
月
31
日
時
点

で
65
歳
以
上
で
あ
り
、
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
（
要
支
援
は

除
く
。）
を
受
け
て
い
る
方
は
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
障
害

者
控
除
あ
る
い
は
特
別
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の

交
付
を
受
け
た
い
方
は
、
長
寿

社
会
課
か
淀
江
支
所
地
域
生
活

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込

長
寿
社
会
課

　
（
☎
23
―
５
１
３
６
）

淀
江
支
所
地
域
生
活
課

　
（
☎
56
―
３
１
１
３
）

社
会
保
険
料
控
除

　

平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
そ
の
証
明
書
の
添
付

（
ま
た
は
提
示
）
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

●
国
民
健
康
保
険
料
…

　

保
険
年
金
課

　
（
☎
23
―
５
１
２
４
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…

　

保
険
年
金
課

　
（
☎
23
―
５
１
２
４
）

●
介
護
保
険
料
…
長
寿
社
会
課

　
（
☎
23
―
５
１
３
１
）

●
国
民
年
金
保
険
料
…

　

米
子
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
（
☎
34
―
６
１
１
１
）

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、

氏
名
、住
所
、生
年
月
日
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
介
護
保
険
で
は
被
保
険

者
番
号
、
国
民
年
金
で
は
基
礎

年
金
番
号
が
必
要
で
す
。



　「広報よなご」、「米子市ホームページ」等でで男女共同参画をテーマにした標語を募集したところ、たくさ
んのご応募をいただき、ありがとうございました。今回はご応募いただいた作品の一部をご紹介します。

（順不同）

■一般応募作品
作 品 作 品

悩み事　共に打ち明け　楽に生き 手を繋ぐ　男女で創る　この社会
イケメン君　家では変身　イクメン君 歩み寄り　同じ目線で　考える
参画で　男女が輝く　　夢・未来 健全な　自立がもたらす　男女協働

「ありがとう」　参画社会の　潤滑油 君でなく　ちゃんでもなくて　さんと呼ぶ
男女の垣根無くして二倍に増える笑み 初恋の　彼女が僕の　上司です
お互いの　仕事をこなし　幅広げ 男だろ　女だからと　決めぬ社会
助け合い　日頃のコミュニケーション　大事だよ 病む母に　若気の至り　詫び急ぐ
認め合い　支え合いから　共同参画 認め合い助け合い　いきいき男女に　咲く米子
思いやる　気持ちでお互い　いい仕事 思い込み　ちいさいときから　無意識に
お互いが　主役になって　共同参画 皆笑顔　手を携えて　築く街
寄り添って　歩幅合わせて　歩む道 仕事と家庭　共に支える　参画社会
支え愛　励まし愛で　共同参画 合わせれば化学反応良い関係
参画は　人の心を　丸くする 認めよう　個性も権利も　 互いの夢も
人とひと　ふたりで紡ぐ　ものがたり 目指そうよ男女参画織りなす素敵な社会
分かりあい互いにいたわる共同参画 百馬力　二人で出せる　エンスト時
能力に男女差は無く有るやる気 ひたひたと　静かに我が家は　逆になり
役割は　分担よりも　共同で 男とか女とか関係なくて皆元気
その違い　認めて生かす　共同参画 できること　できないことも　みな個性
参画社会　「平等号」に　みんな乗り 男性＋女性＝「共」　男性×女性＝「共同」

　～共に、同じ「ひと」として社会を創る～参画で　しっかり街が　二重丸

■企業等応募作品
作 品 企 業 名

参画で　心から男女の仕事　認め合う （株）大山設備
守ってくれた両親を　今度は　私が守る番 （学）米子自動車学校
男女とも　手を取り合って　助け合おう （学）米子自動車学校
ちがいがあるのが　それがいい　みてみよう　おたがいのいいところ （株）DARAZ コミュニティ放送
一人ひとりの人権を尊重し、家族みんなで築く明るい家庭 美保テクノス（株）
家事育児　みんなで協力　楽しい我が家 美保テクノス（株）
助け合う　男女のパワーは　無限大 美保テクノス（株）
連れ添って　互いにゆずり合う　夫婦の絆 （株）永井電気工業所

全応募作品は、イオン米子駅前店４階「男女共同参画センター“かぷりあ”」に展示します。
また、平成24年度の「ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保ガイド」、「広報よなご」のオ
ビの部分（12～15ページ端）にも掲載します。今後も男女共同参画の普及にご協力をお願いします。

■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９）



　

新
成
人
を
祝
う
「
米
子
市
成
人

式
」
を
、
平
成
24
年
１
月
３
日
㈫

に
行
な
い
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
平
成
３
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
で
、
男
性
７
８
３
人
、
女

性
７
６
６
人
の
計
１
５
４
９
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約

１
２
７
０
人
の
新
成
人
が
出
席

し
、
誓
い
も
新
た
に
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
、
新
成
人
と
し
て
旅
立

ち
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
米
子
が

い
な
太
鼓
保
存
会
「
若
あ
ゆ
連
」

の
皆
さ
ん
に
迫
力
あ
る
元
気
の
よ

い
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。◆　

　

◆　
　

◆

　

新
成
人
を
前
に
、
野
坂
市
長
が
、

次
の
と
お
り
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　
「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は

平
成
24
年
の
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る

１
５
４
９
人
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
を

お
祝
い
し
て
、
盛
大
に
成
人
式
を
開

催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
米
子

市
民
を
代
表
し
て
、
今
年
、
成
人
式

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

成
人
式
に
は
た
く
さ
ん
の
来
賓
の

方
々
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
て
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
先

ほ
ど
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
成
人
式
の
企
画
・
運
営
は
、
実
行

委
員
会
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
行

な
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
大

変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま

す
。
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
、
お
集
り
の
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
の
20
年
間
、
い
ろ
ん
な
人
に

会
い
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
日
か
ら
は
、
成
人
と
し
て
人
の
人

権
を
守
り
、
ま
た
、
社
会
の
ル
ー
ル

を
守
る
と
い
う
責
任
と
義
務
が
生
ま

れ
ま
す
。
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
、
よ
く
考
え
て
行
動
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、昨
今
の
状
況
を
見
ま
す
と
、

経
済
の
不
況
は
長
引
い
て
お
り
ま
す

し
、
ま
た
、
今
日
の
記
念
感
想
文
等

に
も
出
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
３
月

11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

非
常
に
先
が
見
通
し
に
く
い
時
代
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
お
集
り

の
皆
さ
ん
の
中

に
は
、
す
で
に

社
会
人
に
な
っ

て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
で
し
ょ

う
し
、
ま
だ
学

生
の
方
も
お
ら

れ
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
将
来
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
た
り
、
迷
っ
た

り
し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
が
持
っ
て
お
ら
れ
る
若
さ
と

そ
の
パ
ワ
ー
と
い
う
の
は
大
き
な
財

産
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
失
敗

を
恐
れ
る
こ
と
な
く
い
ろ
ん
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
の
二
十

歳
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す

と
、
大
学
生
で
し
た
が
１
年
休
学
を

い
た
し
ま
し
て
、
48
国
を
１
日
２
ド

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

―
一
、五
四
九
人
が
新
成
人
に
―



ル
の
予
算
で
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
な
ん
か

を
し
な
が
ら
各
国
を
訪
問
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
人
間
の
人

情
、
ま
た
、
文
化
の
違
い
等
を
学
ぶ

上
で
大
変
有
益
だ
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
若
さ
と
い
う

も
の
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
今
の
時
代
を
楽
し
く
、
そ

し
て
、
挑
戦
を
し
て
生
き
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の

ニ
ュ
ー
ス
で「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

が
大
変
な
活
躍
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
み
ん
な
に
元
気
と
パ
ワ
ー
を
く

れ
ま
し
た
。
今
日
は
米
子
市
出
身
の

プ
ロ
の
格
闘
家
で
皆
さ
ん
と
同
い
年

の
世せ

川が
わ

武た

け

る尊
さ
ん
に
後
ほ
ど
登
場
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
郷
土
の
た
め

に
恩
返
し
を
し
た
い
、
そ
し
て
、
郷

土
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
持
っ
て
お
ら
れ
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
20
年
間
成
長
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
２
つ
の
大
き
な
要
素
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
１
つ
は
、
ご

家
族
、
先
生
、
周
り
の
方
た
ち
の

お
か
げ
で
今
が

あ
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も

心
か
ら
声
に
出

し
て
皆
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。「
辛
い
こ
と

が
多
い
の
は
、
感
謝
を
知
ら
な
い
か

ら
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
も
う

１
つ
は
、
皆
さ
ん
を
は
ぐ
く
ん
で
き

た
こ
の
郷
土
、
米
子
で
す
。
豊
か
な

自
然
を
持
っ
て
、
文
化
が
あ
り
歴
史

が
あ
る
こ
の
米
子
で
す
。
こ
れ
か
ら

皆
さ
ん
は
、米
子
で
生
活
さ
れ
る
方
、

米
子
を
離
れ
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
郷

土
の
米
子
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る

よ
う
に
、
ほ
ん
の
小
さ
い
こ
と
で
も

結
構
で
す
。
な
ん
ら
か
の
形
で
恩
返

し
・
貢
献
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
将
来
が
輝
か
し
い
も
の
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
て
お

祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。」

平
成
24
年
成
人
式
記
念
感
想
文

　

成
人
式
の
記
念
行
事
と
し
て
募
集

し
た
記
念
感
想
文
に
は
、
学
生
や
社

会
人
13
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
次
の
４
作
品
を
入
賞
作

品
に
選
び
、式
典
で
表
彰
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

荒あ
ら
は
ま濵　

敬た
か
の
ぶ信

さ
ん

　
「
僕
の
夢
」

優
秀
賞　

井い

丹た
み

奈な

つ

み

都
美
さ
ん

　
「
誰
か
が
幸
せ
に
な
る
の
な
ら
」

入

選　

内う
ち
や
ま山

亜あ

り

さ

梨
沙
さ
ん

　
「
生
き
る
こ
と
」

入

選　

三み

上か
み　

翔し
ょ
う
へ
い平

さ
ん

　
「
成
人
に
な
っ
て
」

新
成
人
お
礼
と
誓
い
の
こ
と
ば

新
成
人
代
表

　
　

荒
濵　

敬
信
さ
ん

　
「
本
日
、
私
た
ち
が
成
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に
あ
た
り
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
成
人
式
を

開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
一

生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
思
い
出

で
す
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

野
坂
市
長
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓

の
皆
さ
ま
か
ら
、
心
に
染
み
る
ご
祝

辞
、
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

僕
は
現
在
、
小
学
校
５
年
生
の
と

き
か
ら
の
夢
だ
っ
た
「
看
護
師
」
を

目
指
し
て
、
米
子
北
高
等
学
校
の

看
護
専
攻
科
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

十
五
歳
で
夢
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
米

子
北
高
等
学
校
看
護
科
に
入
学
し
、

看
護
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

現
在
、
最
終
学
年
を
迎
え
て
い
ま

す
。
夢
を
叶
え
る
た
め
に
過
ご
し
て

き
た
５
年
間
を
思
い
返
す
と
、
た
く

さ
ん
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
辛
か
っ
た

日
々
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
僕
の

夢
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
教
科
書
で
学
ぶ
だ
け
で
は
な

く
、
実
際
に
患
者
様
と
関
ら
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
も

沢
山
あ
り
、
本
当
に
多
く
の
こ
と
を

学
び
・
感
じ
・
得
た
５
年
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
看
護
師

と
い
う
夢
を
誰
よ
り
も
応
援
し
て
く

れ
て
い
た
祖
母
が
、
去
年
の
６
月
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。
入
院
中
、
祖
母

が
看
護
師
さ
ん
に
対
し
て
、「
こ
の

子
は
看
護
師
に
な
る
ん
で
す
よ
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
光
景
が
、
目
に

く
っ
き
り
と
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

祖
母
に
は
、「
看
護
師
に
な
っ
た
ら

一
番
に
報
告
す
る
」
と
約
束
し
て
い

ま
し
た
。
直
接
報
告
す
る
こ
と
は
も

う
で
き
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
ど
こ
か

で
僕
を
見
守
り
、
応
援
し
て
く
れ
て

い
る
と
思
い
ま

す
。
祖
母
の
た

め
、
そ
し
て
自

分
自
身
の
た
め

に
、
必
ず
良
い

看
護
師
に
な
る

と
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
１
日
か
ら
、
こ
の
米

子
市
で
看
護
師
と
し
て
働
く
予
定
で

す
。
今
ま
で
の
二
十
年
間
、
本
当
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

こ
こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
僕
は
米
子
が
大
好
き
で
す
。

そ
の
大
好
き
な
米
子
に
少
し
で
も
恩

返
し
を
し
て
い
け
る
よ
う
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
先
、
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
に
心

か
ら
感
謝
を
し
て
、
僕
が
目
指
し
て

い
る
、
患
者
様
を
少
し
で
も
元
気
づ

け
ら
れ
る
よ
う
な
「
笑
顔
の
似
合
う

看
護
師
」
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
こ
の
夢
と
志
を
胸
に
、
成

人
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
歩
ん
で

い
く
こ
と
を
決
意
し
、
誓
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

プ
ロ
格
闘
家

　

世せ

川が
わ

武た
け
る尊

さ
ん　

紹
介

　

米
子
市
出
身
で
こ
の
た
び
成

人
を
迎
え
ら
れ
た
プ
ロ
の
格
闘

家
、
世
川
武
尊
さ
ん
を
お
招
き

し
、
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
や
日

頃
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
実
施
し
て

お
ら
れ
る
ミ
ッ
ト
打
ち
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
夢
や
目
標
、
ふ
る
さ
と

米
子
へ
の
思
い
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

　

新
成
人
が
卒
業
し
た
中
学
校

や
養
護
学
校
の
校
舎
や
風
景
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
を
撮

影
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
各
学
校
の
校

歌
に
あ
わ
せ
て
上
映
し
ま
し
た
。

◆
東
日
本
大
震
災

義
援
金
に
つ
い
て
◆

　

会
場
に
お
い
て
「
東
日
本
大

震
災
義
援
金
」
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
総
額
１
万
４
６
１
１
円
と

な
り
ま
し
た
。
お
預
か
り
し
ま

し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
金
い

た
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　

あ
い
さ
つ
で 

み
ん
な
の
心
が 

あ
た
た
ま
る　
　
　
　

尚
徳
小
学
校

　

市
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
、『
生

活
充
実
都
市
・
米
子
』
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
長
が
各
地
域
に
う
か

が
い
、
本
市
の
現
状
や
課
題
、
今
後

の
取
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
皆

さ
ま
方
と
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
２

月
の
開
催
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

『
市
長
と
語
ろ
う　
い
き
い
き
米
子
の
ま
ち
づ
く
り
』

開催日 場 所
２月２日（木） 福生西公民館
２月７日（火） 福生東公民館
２月８日（水） 加 茂 公 民 館
２月13日（月） 住 吉 公 民 館
２月14日（火） 就 将 公 民 館
２月24日（金） 啓 成 公 民 館
※時間は、いずれも午後７時から

■問合せ
秘書広報課（☎２２－５０４２）

　
今
月
は
尚
徳
小
学
校
か
ら
、

朝
の
あ
い
さ
つ
の
模
様
を
お
伝

え
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動

　

本
校
で
は
、
委
員
会
活
動
と
し

て
「
お
は
よ
う
生
活
委
員
会
」
が

毎
週
金
曜
日
に
あ
い
さ
つ
運
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
元
気
の
い
い
声
が
学
校
に
響
き
、

気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者

や
地
域
の
方
も
定
期
的
に
あ
い
さ

つ
運
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
て
、
あ
い
さ
つ
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

《
児
童
の
感
想
よ
り
》

　

ぼ
く
が
あ
い
さ
つ
運
動
で
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
は
、
み
ん
な
が
気

持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。
ぼ
く
が
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
言
っ
た
ら
、

気
持
ち
よ
く
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

　

最
近
は
何
も
言
わ
ず
に
通
り
過

ぎ
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、

よ
か
っ
た
で
す
。
あ
い
さ
つ
運
動

で
は
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で

み
ん
な
が
気
持
ち
の
い
い
一
日
に

な
る
の
で
と
て
も
い
い
活
動
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
だ
れ
と

で
も
仲
良
く
で
き
る
こ
と
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

■
青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議

（
☎
23
―
５
４
４
１
）

　市内の 23 の小
学校で行なわれて
いるあいさつの取
組みを順番に紹介
していきます。
　来月は、彦名小
学校の取組みをご
紹介します。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
そ

の
周
辺
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
、
今
現
在
も
そ
の
影
響
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

島
根
県
松
江
市
鹿
島
町
に
は
原

子
力
発
電
所
が
あ
り
、
米
子
市
は

最
短
で
23
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置

し
、
半
径
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内

に
は
約
３
万
人
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

米
子
市
は
平
成
８
年
か
ら
再
三

に
わ
た
り
、
中
国
電
力
に
対
し
、

住
民
の
安
全
確
保
と
環
境
の
保
全

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
安
全

協
定
締
結
の
申
入
れ
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
昨
年
、

米
子
市
を
含
む
鳥
取
県
側
と
中
国

電
力
と
の
間
で
安
全
協
定
締
結
に

向
け
た
協
議
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
12
月
25
日
、

鳥
取
県
、
米
子
市
、
境
港
市
お
よ

び
中
国
電
力
の
４
者
に
よ
る
「
防

災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ

き
範
囲
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
：
半
径
約
８
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）」
を
超
え
た
地
域
に
お
け
る

全
国
初
の
安
全
協
定
締
結
と
な
り

ま
し
た
。

中
国
電
力
株
式
会
社
と
島
根
原
子
力
発
電
所
に
係
る
鳥
取
県
民
の

安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定
及
び
運
営
要
綱
を
締
結
し
ま
し
た安全協定締結のときの様子



あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　

お
は
よ
う
と 

言
っ
て
く
れ
た
ら 

い
い
気
持
ち　
　
　
　

尚
徳
小
学
校

　米子市議会では、現在、議員定数・議会改革等調査特
別委員会を設置し、議員定数削減（平成26年７月以降）
について検討を行なっています。このことについて市民
の皆さんの声をお聞きするため、市民の皆さんと特別委
員会委員の意見交換会を次のとおり開催することにいた
しました。
　どなたでもご参加いただけますので、お気軽にお出か
けください。
■問合せ　議会事務局（☎３２－０３０２）

開 催 日 場 所
２月12日（日） 淀 江 公 民 館
２月13日（月） 福 米 東 公 民 館
２月15日（水） 住 吉 公 民 館
２月21日（火） 五 千 石 公 民 館
２月22日（水） 富 益 公 民 館

※時間はいずれも午後７時から

公の施設の指定管理者を指定しました
　米子市は、平成18年４月から公の施設に指定管理者制度を導入し、現在 58の施設に制度を適用していますが、平成24
年４月からは、指定期間が満了することなどに伴い「米子市勤労青少年ホーム」と「どらドラパーク米子水泳場」について
新たに指定管理者を指定します。
　「指定管理者制度」とは、市が指定した民間事業者、NPO 法人、ボランティア団体などに、公の施設の管理を行なわせ
る制度です。
　米子市では、この制度を適用する公の施設の指定管理者の候補者を 11月に選定しました。このたび、市議会12月定例
会での議決を経て、指定管理者を指定しましたのでお知らせします。
　指定管理者による施設管理に当たっては、施設における基本的なサービス水準の維持・向上が図られるよう指定管理者
を指導・監督し、これまで以上に効果的で効率的な施設管理に努めていくこととしています。

施設の名称 指定管理者の名称・所在地 指定の期間 担当課
米子市勤労青少年ホーム アイカム株式会社・松江市東長江町 902-53 ５年 商工課（☎２３－５２１６）

どらドラパーク米子水泳場 財団法人鳥取県水泳連盟・鳥取市天神町 50-3 ５年 体育課（☎２３－５４２６）

※詳細については、各施設の担当課にお問い合わせください。

　米子市では、米子市中心市街地活性化
基本計画に基づき、中心市街地への定住
を促進するため、市外から米子市に転入
された方で、中心市街地の区域内の住宅
を取得して継続して居住される方への助
成を行なっています。

▼対象となる方
平成22年４月１日以降に米子市に転入された方で、平成22
年４月１日から平成25年１月１日までの間に中心市街地にあ
る住宅を取得して継続してその住宅に居住されている方等

▼対象となる費用
住宅（建物）の固定資産税相当額

▼助成事業の実施期間　平成22年度～25年度

なお、平成23年度分は、平成24年３月15日までに申請を
お願いします。

■申請・問合せ　建設企画課（☎２３－５２４４）

　現在、不用品・廃品・家電製品などの回収を行なう事業者についての相談・問い合わせが増えています。
　家庭から出るごみを有料で処理するには、市の許可が必要です。安易に不用品回収業者に回収を依頼することは、トラ
ブルや不法投棄の原因になる場合があるので、注意してください。
■こんな事例も…
　無料だとおもって呼び止めたら、後で有料と言われた／無料と思って頼んだら、車に積み込んだ後で料金を請求された
　／業者が回収した物が不法投棄されていた／などの事例が全国的に発生しています。( 国民生活センター HP より )
■不用品の回収を依頼する前に…

▼一般廃棄物や産業廃棄物の収集、古物取り扱いについては、法令で許可に関する表示等が義務付けられていますので、
　事前にご確認ください。

▼ごみ収集に出せない家電品やパソコン等の処分方法については、ごみ分別収集カレンダー 21 ページをご覧ください。

▼許可業者の連絡先等、くわしくは、米子市ホームページの『米子市一般廃棄物収集運搬許可業者一覧』でご確認いた
　だくか、環境政策課（☎２３－５３００）までお問い合わせください。

▼不用品回収業者とトラブルになった場合は、米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）にご相談ください。



　

一
口
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
言
っ

て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
ブ

ロ
グ
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
・
電
子
掲
示
板
・

携
帯
電
話
を
使
用
す
る
も
の
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
形
態
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

知
り
た
い
情
報
を
誰
で
も
簡
単
に
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

が
広
が
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
匿
名
性
を
悪
用
し
た
他
人
へ
の
中

傷
や
無
責
任
な
う
わ
さ
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
の
掲
示
、
差

別
的
な
書
き
込
み
な
ど
に
よ
り
、
他
人

の
名
誉
を
傷
つ
け
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
し
た
り
す
る
行
為
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
情

報
が
瞬
時
に
広
範
囲
に
広
が
る
た
め
、

深
刻
な
人
権
侵
害
に
発
展
し
や
す
い
状

況
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人
権
侵
害
が

あ
っ
て
も
、
発
信
者
が
だ
れ
か
分
か
ら

な
い
た
め
、
被
害
者
が
独
力
で
損
害
を

回
復
す
る
の
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、「
プ

ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
」
に
よ
り
、
被

害
者
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
対
し
、
人
権

侵
害
情
報
の
発
信
者
の
情
報
の
開
示
を
請

求
し
た
り
、
人
権
侵
害
情
報
の
削
除
を
依

頼
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
要
請
に
応
じ
な
い

等
、
個
人
で
解
決
が
難
し
い
場
合
は
、
人

権
擁
護
機
関
で
あ
る
法
務
局
等
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。◆　

　

◆　
　

◆

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
に

は
、
こ
の
よ
う
な
危
険
性
を
十
分
に
認
識

し
、
偏
見
や
差
別
を
あ
お
る
よ
う
な
情
報

に
流
さ
れ
ず
に
、
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を

守
っ
た
利
用
を
心
が
け
、
表
現
や
、
個
人

情
報
の
扱
い
に
も
細
心
の
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

＊
１　

ブ
ロ
グ
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
簡

単
に
開
設
で
き
る
個
人
等
の
日
記
・
意
見
・

画
像
を
公
開
で
き
る
も
の
。

＊
２　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
：
同
じ
内
容
の

電
子
メ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
の
人
へ
一
度
に

発
信
で
き
る
も
の
。

＊
３　

電
子
掲
示
板
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
誰
で
も
意
見
を
書
き
込
み
、
他
人
と

意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

＊
４　

プ
ロ
バ
イ
ダ
：
電
話
回
線
等
を
通

じ
て
、
家
庭
や
企
業
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
事
業
者
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

平成23年度　米子市美術館特別展
三

み

沢
さわ

厚
あつ

彦
ひこ

　アニマルズ ’11 in Yonago
　この作品は、米子市美術館での特別展のために制作された、本邦初公開の
新作です。その制作風景は昨年12月初旬に放映された「たけしアート☆ビー
ト」の三沢厚彦特集で紹介され、今回の展覧会でも特に注目されている話題
作です。
　現在、第１展示室に、さまざまなクマを題材にした作品を展示しています
が、シロクマの「白」、ツキノワグマの「黒」、グリズリー（ヒグマの一種）の「茶」
の全ての色を併せ持っているパンダ（瞳の色が茶色）が、展示空間の中心に
鎮座し、場を集約しています。
　パンダの愛らしい姿と、野生動物特有の獰

ど う も う

猛さという相対する要素が、三
沢さん独自の感性により、ユーモラスでありながらも、その鋭い爪や眼光な
どに、野性味を秘めた作品へと仕上がっています。三沢さんが数多く制作
されたクマを題材にした作品の中でも、唯一四つ足で立っているというのも

本作の特徴で、よく見ると右の後ろ足がちょっと上がっています。会期が２月12日（日）までとなっております。
実際の作品をいろいろな角度から真近に鑑賞できるこの機会に、ぜひご来館ください。
　くわしくは、19ページ「２月の催し」をご確認ください。

■問合せ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　
　

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
を
胸
に
、
拉
致
さ
れ
た
方
々
の
早
期
救
出
を
願
い
続
け
ま
す
。　

∧
県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋
∨



　

４
月
か
ら
資
源
物
「
再
利
用
ビ

ン
」
の
収
集
品
目
が
一
部
変
わ
り

ま
す

清
酒
の
一
升
ビ
ン
は

「
缶
・
ビ
ン
類
」
で
! !

■
茶
色
の
清
酒
の
一
升
ビ
ン
は
分

別
区
分
「
再
利
用
ビ
ン
」
で
収
集

し
て
い
ま
す
が
、
回
収
後
の
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
ビ
ン
と
し
て
の
リ
サ

イ
ク
ル
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
は
分
別
区
分

「
缶
・
ビ
ン
類
」
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
平
成
24
年
４
月
か
ら
「
再
利
用

ビ
ン
」
で
収
集
す
る
品
目
は
次
の

ビ
ー
ル
ビ
ン
だ
け
で
す
。

・
国
内
大
手
メ
ー
カ
ー
（
キ
リ

ン
、
ア
サ
ヒ
、
サ
ッ
ポ
ロ
、
サ
ン

ト
リ
ー
）
の
茶
色
の
ビ
ー
ル
ビ
ン

（
大
・
中
・
小
ビ
ン
、
ス
タ
イ
ナ
ー

ボ
ト
ル
）

問
合
せ　

環
境
政
策
課
（
☎
23
―

５
３
０
０
）

　

就
学
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
は
、
今
年
の
４
月
に
新

し
く
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
米
子
市
教
育
委
員

会
で
は
、
小
学
校
新
１
年
生
の
保

護
者
の
方
に
「
就
学
通
知
書
」
を

お
送
り
し
ま
し
た
。
就
学
通
知
書

が
届
か
な
い
と
き
は
、
学
校
教
育

課
（
☎
23
―
５
４
３
３
）
ま
で
お

早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
縦
覧
し
ま
す

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」の
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
と
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
有

権
者
に
な
れ
ま
せ
ん
。
登
録
漏
れ

や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期
間
中

に
異
議
の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す

の
で
、
必
ず
縦
覧
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

期

間

２
月
23
日
㈭
～
３
月
８
日
㈭

時

間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場

所　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

人
権
政
策
局
人
権
政
策
課
に
勤
務

し
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る

教
育
啓
発
活
動
等
に
従
事
し
ま

す
。

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

26
日
㈰
・
教
養
、
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

６
日
㈪
～
16
日

㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
人
権
政

策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
合
せ　

人
権
政
策
課　

人
権
啓

発
係
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

隣
保
館
事
務
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

隣
保
館
事
務
職
員
（
非
常
勤
職

員
）・
３
人

職
務
内
容

隣
保
館
に
勤
務
し
、
隣
保
館
運
営

業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

26
日
㈰
・
教
養
、
作
文
、
面
接

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　

学
校
図
書
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員　

学
校
図
書
職

員
（
非
常
勤
職
員
）・
４
人

職
務
内
容

米
子
市
立
の
小
学
校
、
中
学
校
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
い
ず
れ
か

で
図
書
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格

図
書
館
の
司
書
資
格
を
有
す
る
方

（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
の
人
を
含
む
。）
ま
た
は

図
書
館
等
で
図
書
業
務
に
３
年
以

上
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
方

試
験
日
・
科
目
・
場
所

26
日
㈰
・
教
養
、
面
接
、
市
役
所

本
庁
舎
４
階
401
会
議
室

採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月
１
日

申
込
期
間　

１
日
㈬
～
15
日
㈬

（
当
日
消
印
有
効
）

問
合
せ　

教
育
総
務
課
（
☎
23
―

５
４
２
１
）

　

人
権
教
育
推
進
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数　

人
権
教
育
推

進
員
（
非
常
勤
職
員
）・
２
人

職
務
内
容

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

く
ら
し
の情

報

採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

６
日
㈪
～
16
日

㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
人
権
政

策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
合
せ　

人
権
政
策
課　

同
和
対

策
係
（
☎
23
―
５
２
５
１
）

　

な
か
よ
し
学
級
指
導
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員

な
か
よ
し
学
級
指
導
員
（
非
常
勤

職
員
）・
５
人
程
度

職
務
内
容

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
児
童
に
対
し
、
心
身
の
健
全
な

発
達
を
促
し
、
併
せ
て
遊
び
、
運

動
等
を
指
導
し
ま
す
。

試
験
日
・
科
目
・
場
所

25
日
㈯
・
教
養
、
作
文
、
面
接
・

市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月
１
日

受
付
期
間　

１
日
㈬
～
14
日
㈫

※
く
わ
く
は
受
験
案
内
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
の
請
求
・
問
合
せ

こ
ど
も
未
来
課

（
☎
23
―
５
１
３
５
）



　

米
子
市
学
校
給
食
会
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員　

事
務
職
（
非

常
勤
職
員
）・
若
干
名

職
務
内
容　

㈶
米
子
市
学
校
給
食

会
事
務
局
に
勤
務
し
、
給
食
用
物

資
の
供
給
及
び
給
食
費
の
徴
収
等

に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目　

３
月
３
日
㈯
・

小
論
文
、
面
接

申
込
受
付
期
間　

８
日
㈬
～
22
日

㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月
１
日

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
㈶
米
子

市
学
校
給
食
会
（
大
谷
町
28
―
８

　

米
子
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
の
請
求
、

問
合
せ　

㈶
米
子
市
学
校
給
食
会

（
米
子
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
33
―
４
７
５
２

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
援
助
・
依
頼
会
員
募
集

　

米
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

で
は
、
育
児
の

援
助
を
行
な
っ

て
い
た
だ
く“
援

助
会
員
”
と
、
育
児
の
援
助
を
必

要
と
す
る
“
依
頼
会
員
”
を
募
集

し
て
い
ま
す
！

　

援
助
会
員
は
、
子
ど
も
の
好
き

な
方
・
育
児
経
験
の
あ
る
方
な
ど

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ
ば

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
依
頼
会
員

は
、
市
内
に
お
住
ま
い
か
市
内
お

勤
め
の
方
で
あ
れ
ば
会
員
（
登
録

無
料
）
に
な
れ
ま
す
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な
っ
て
地
域
の
中
で
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
の
発
育
や
病
気
、
子
ど

も
の
遊
び
（
身
近
な
材
料
で
お
も

ち
ゃ
を
作
り
）、
子
ど
も
の
心
の

発
達
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
受
講

は
無
料
で
す
。

と

き　

20
日
㈪

午
前
９
時
10
分
～
午
後
４
時
10
分

と
こ
ろ

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階

申
込
期
限　

15
日
㈬

※
託
児
有
り

申
込
・
問
合
せ

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

（
☎
32
―
０
０
１
６
）

　

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、

予
備
自
衛
官
補

を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

予
備
自
衛
官

補
と
は
、
自
衛
官
未
経
験
者
を
自

衛
官
補
と
し
て
採
用
し
、
普
段
社

会
人
、
学
生
等
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
所
要

の
教
育
訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自

衛
官
と
し
て
任
用
し
ま
す
。
一
般

公
募
と
技
能
公
募
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

▼
一
般
公
募

教
育
期
間
：
３
年
間
で
50
日
間

（
合
計
400
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満

▼
技
能
公
募

教
育
期
間
：
２
年
間
で
10
日
間

（
合
計
80
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格
：
多
種
に
わ
た
る
た

め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

い
ず
れ
も
、
４
月
４
日
㈬
ま
で

◆
試
験
日

い
ず
れ
も
、
４
月
13
日
㈮
～
４
月

16
日
㈪
の
い
ず
れ
か
の
１
日
を
指

定
さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も
っ
と
知
ろ
う
よ　

お
互
い
を
！　

お
互
い
の
ら
し
さ
を
発
揮
し
て　

共
に
取
り
組
む
共
同
参
画　
　
　

市
民
応
募
作
品

　

｢

樹
木
の
オ
ー
ナ
ー｣

募
集
中

　

米
子
市
で
は
、
市
民
参
加
に
よ

る
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

●
募
集
概
要

募
集
樹
木　

サ
ル
ス
ベ
リ
（
樹
高

=

３
ｍ　

幹
周=

０
・
15
ｍ　

枝
張=

１
・
２
ｍ
）

※
オ
ー
ナ
ー
の
氏
名
（
20
字
以

内
）、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
40
字
以
内
）

を
記
載
し
た
銘
板
を
取
り
付
け
ま

す
。

募
集
本
数

16
本
（
募
集
開
始
時
22
本
）

植
樹
場
所　

弓
ヶ
浜
公
園

※
場
所
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

植
樹
費
用　

１
本
当
た
り
５
万
円

募
集
期
間

募
集
本
数
に
達
す
る
ま
で

申
込
方
法

維
持
管
理
課
（
本
庁
舎
２
階
）
に

あ
る
指
定
の
申
込
書
等
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
直
接
ご
持
参

い
た
だ
く
か
郵
送
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ

〒
683
―
８
６
８
６　

米
子
市
加
茂

町
１
―
１　

米
子
市
役
所　

維
持

管
理
課　
（
☎
23
―
５
２
４
９
）

平成24年４月からの　臨時保育士・臨時看護師を募集しています
　米子市では、平成24年４月から米子市立保育園またはあかしや（知的障がい児通園施設）に勤務していただく臨時保育士と臨時看
護師を募集しています。
■募集職種・人数　 ▼保育士（臨時職員）　30人程度　　 ▼看護師（臨時職員）　１人　　（募集人数に達するまで受け付けます。）
■職務内容　 ▼保育士　市立保育園またはあかしやに勤務し、保育業務に従事します。

　 　 　 　 　 　 ▼看護師　市立保育園に勤務し、主に０歳児の保育業務に従事します。
■賃 金　日額 7,180円　（平成23年度の額ですが、変更になる場合もあります。）
■勤務時間　月曜日～土曜日の午前８時30分～午後５時15分　週38時間45分勤務（１時間程度の早出・遅出勤務もあります。）
■雇用期間　平成24年４月１日から平成24年９月30日まで（諸条件により平成25年３月31日まで更新します。）　
■応募方法　履歴書（余白に「平成24年４月以降希望分」と記載）と資格証（写し）を、こども未来課（市役所本庁舎１階
　　　　　　☎２３－５１７７）までご持参ください。

援
助
会
員
に

な
る
た
め
の
講
習
会



深
め
よ
う
理
解
、
築
こ
う
よ
男
女
共
同
参
画
社
会　
　
　

市
民
応
募
作
品

　

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
希
望

業
者
募
集

　

㈶
米
子
市
学
校
給
食
会
で
は
、

平
成
24
年
度
の
学
校
給
食
用
物
資

の
納
入
希
望
業
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

購
入
物
資（
各
品
目
ご
と
に
募
集
）

●
野
菜
類
●
果
物
類
●
調
味
料
類

●
乾
物
類
●
麺
類

●
食
肉
（
お
よ
び
そ
の
加
工
品
）

●
練
製
品
●
豆
製
品
●
卵
類

●
油
脂
類
●
缶
詰
類
●
冷
凍
食
品

●
魚
介
類
●
乳
類
●
も
や
し

●
こ
ん
に
ゃ
く

申
込
期
間　

20
日
㈪
～
29
日
㈬

申
込
場
所

㈶
米
子
市
学
校
給
食
会  

米
子
市

大
谷
町
28
―
８　

米
子
市
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
内

（
☎
33
―
４
７
５
２
）

※
提
出
書
類
な
ど
く
わ
し
く
は
、

米
子
市
学
校
給
食
会
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

　

と
っ
と
り
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、
各
種
全
国
大

会
な
ど
で
鳥
取
県
を
訪
れ
る
方
々

を
温
か
く
お
迎
え
し
、
私
た
ち
と

一
緒
に
大
会
、
会
議
を
成
功
に
導

い
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

活
動
場
所　

主
に
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

活
動
時
期　

全
国
大
会
の
開
催
に

あ
わ
せ
て
随
時

活
動
内
容

①
会
議
応
援
（
受
付
、ク
ロ
ー
ク
、

事
務
補
助
な
ど
）

②
通
訳
応
援
（
英
語
、
韓
国
語
、

手
話
な
ど
）

③
地
域
案
内（
鳥
取
県
内
の
観
光
、

交
通
、
飲
食
の
案
内
な
ど
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
（
高
校
生

を
除
く
。）
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
熱
意
の
あ
る
方

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
と
っ
と
り
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
応
募
用
紙
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

と
っ
と
り
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
☎
39
―

０
７
７
７
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

■
半
日
コ
ー
ス

12
日
㈰
午
前
８
時
30
分
・
市
役
所

前
庭
集
合
、
行
き
先
…
550
回
記
念

大
会
（
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

行
程
約
４
㎞
）、
正
午
解
散
予
定

問
合
せ

体
育
課

（
☎
23
―
５
４
２
６
）

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
…
要
予
約

　

東
日
本
大
震
災
災
害
派
遣
活
動

か
ら
の
教
訓
と
自
主
防
災

　

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地
か
ら

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
派
遣
さ

れ
た
自
衛
官
に
、
震
災
直
後
の
様

子
を
写
し
た
写
真
を
見
な
が
ら
震

災
の
教
訓
と
災
害
に
対
す
る
自
主

防
災
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。

と

き

12
日
㈰　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
市
公
会
堂
１
階
集
会
室

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
公
会
堂

（
☎
22
―
３
２
３
６
）

　
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た

い
会
社
」
の
坂
本
光
司
氏
講
演
会

　

こ
の
た
び
、
米
子
市
も
の
づ
く

り
活
性
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に

し
た
い
会
社
」
の
著
書
で
有
名
な

坂さ
か
も
と
こ
う

本
光
司じ

さ
ん
を
招
き
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

坂
本
さ
ん
は
、
自
身
で
数
多

く
の
企
業
の
現
場
を
歩
き
、「
ど

う
し
て
も
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
、

知
っ
て
ほ
し
い
会
社
」
を
全
国
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
ば
っ
て
い
る
企
業
の
皆
さ

ま
へ
の
エ
ー
ル
と
な
る
講
演
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と

き

20
日
㈪　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
全
日
空
ホ
テ
ル　
　
　
　
　

講

演

法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究

科　

教
授　

坂さ
か
も
と
こ
う

本
光
司じ

さ
ん

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

参
加
を
希
望
す
る
方
の
氏
名
、
会

社
名
、
所
属
、
職
名
、
連
絡
先
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
10
日
㈮
ま

で
に
経
済
戦
略
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
22
―
６
１
０
６

Ｅ
メ
ー
ル
…

keizai@
city.yonago.lg.jp

問
合
せ

経
済
戦
略
課

（
☎
23
―
５
２
２
４
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
10
回
）

と

き

23
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

テ
ー
マ

「
今
知
っ
て
お
き
た
い
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
対
策
」

講

師

き
む
ら
小
児
科

院
長　

木き

村む
ら　

浩ひ
ろ
し

さ
ん

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

乳
幼
児
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
原

因
に
な
る
食
物
を
的
確
に
診
断
し
、

除
去
食
等
を
し
な
が
ら
経
過
を
み
る

と
摂
食
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。
一

方
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
等
命
を
脅

か
す
症
状
を
起
こ
す
の
も
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
で
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
診

断
、
治
療
、
予
防
の
具
体
策
に
つ
い

て
最
新
の
情
報
を
お
話
し
ま
す
。



男
女
の
支
え
あ
い
、
ま
ず
は
我
が
家
か
ら　
　
　

市
民
応
募
作
品

米子市認知症理解啓発イベント

　認知症人になっても安心して暮らせるまちづくりは、家族の
理解、地域の理解がとても重要です。子どもも大人も一緒になっ
て理解を深め、支えあうことが必要ではないでしょうか？
　人・いのちの温かさ、つながっていることの大切さを想う心
が認知症の人やその家族を見守ることへの気持ちであることを
伝えたいと思います。

■と き　３月10日（土）　開場：正午～
■ところ　淀江文化センター　さなめホール
■イベント内容（午後１時30分～）

▼淀江保育園児による太鼓演奏

▼絵本『いのちのまつり』朗読コンサート
　絵本作家／草

くさ

場
ば

　一
かずひさ

壽さん　　読み語り／副
そえ

田
だ

ひろみさん
　音楽・唄／弓

ゆ げ た

削田健
けんすけ

介さん

▼応募作文朗読
※その他、ゆび人形劇、展示やクイズラリー、子どもたちも楽
しめるゲーム等のコーナーもあります。ぜひ、ご参加ください。
■参加費　無料　　■問合せ　長寿社会課（☎２３―５１３２）

米子人生大学
特別講座のご案内

どなたでも受講できます。お誘いあわせの上、お気軽
にお出かけください。
■会場　ふれあいの里　大会議室　　
■受講料無料・申込不要
■県民カレッジ連携講座
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

第１回
２月13日（月）
午後１時30分
～３時30分

「伯耆の城について 」
講師　米子市立山陰歴史館　館長
　　　鳥取県教育文化事業団調査室
　　　岸本事務所　所長

　　　国
くに

田
た

俊
とし

雄
お

さん
第２回

２月27日（月）
午後２時～４時

「たたら取材こぼれ話」
講師　作家　
　　　松

まつもと

本　薫
かおる

さん
第３回

３月12日（月）
午後１時30分
～３時30分

「歌って楽しくリフレッシュ 」
講師　よなご童謡の会　会員
　　　山

やまいし

石ひろ子
こ

さん
伴奏　松

まつばら

原真
ま り こ

理子さん

農耕作業車・小型特殊作業車は
登録が必要です

　トラクター・乗用装置付きのコンバイン
などの農耕作業車やフォークリフトなどの
小型特殊作業車は、道路を走らなくてもナ
ンバープレートを付けなくてはなりません。
　ナンバープレートを付けていない方は、
市民税課または、淀江支所地域生活課で登
録の手続きをしてください。
●登録に必要なもの　販売証明書（車名・
車体番号・型式認定番号・総排気量の記載
があるもの）、印鑑（ゴム印・スタンプ印を
除く。）
●問合せ　市民税課（☎２３－５１１１）、淀
江支所地域生活課（☎５６－３１１４）

軽自動車・原付自転車
３月末までに廃車の手続を

　軽自動車や原付自転車は、すでに使わなくなったり、放置や廃棄処分、
譲渡をされている場合でも、廃車の届出をされていないと、平成24年度
以降も軽自動車税が課税されます。
　届出がまだの方は、３月末までに手続きをしてください。
●原動機付自転車（125㏄以下のオートバイ）・農耕作業車・小型特殊作
　業車の届出は…
　市民税課（☎２３－５１１１）、淀江支所地域生活課（☎５６－３１１４）
●軽自動車の届出は…
　軽自動車検査協会鳥取事務所（鳥取市安長 77－１　☎０８５７－２８－７００１）
●軽二輪（125㏄を超え 250㏄以下のオートバイ）の届出は…
　鳥取県軽自動車協会（鳥取市安長 77－３　☎０８５７－２８－７０２１）
●二輪の小型自動車（250㏄を超えるオートバイ）の届出は…
　鳥取運輸支局（鳥取市丸山町 224　☎０８５７－２２－４１５４）

既存住宅を改修すると、固定資産税が減額される制度があります
既存住宅の改修に伴う固定資産税の減額措置については、次の３つの制度があります。
①耐震改修に伴う固定資産税の減額措置　昭和57年１月１日以前に所在する住宅に一定の要件を満たした耐震改修が行な
　われた場合、工事完了時期に応じて翌年度分または翌年度から２年度分の税額を２分の１減額（床面積 120㎡分までを限
　度）　します。
②省エネ改修に伴う固定資産税の減額措置　平成20年１月１日以前に所在する住宅に一定の要件を満たした省エネ改修が
　行なわれた場合、翌年度分の税額を３分の１減額（床面積 120㎡分までを限度）します。
③バリアフリー改修に伴う固定資産税の減額措置　平成19年１月１日以前に所在する住宅に一定の要件を満たしたバリア
　フリー改修が行なわれた場合、翌年度分の税額を３分の１減額（床面積 100㎡分までを限度）します。
◆いずれの制度をご利用される場合でも、改修工事完了後３か月以内に手続きする必要があります。くわしくは、固定資
産税課家屋償却資産係（☎２３－５１１６）までおたずねください。



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

富 益
住 宅 大 崎

57R1 401 中層耐火４ 階 建 3DK 16,500～32,300 S57

57R1 403 中層耐火４ 階 建 3DK 16,500～32,300 S57

57R2 401 中層耐火４ 階 建 3DK 16,500～32,300 S57

■入居者の資格　市内に住所または勤務場所があり、独立の生
計を営んでいる方／現在一緒に住んでいるか、または住もうと
している親族（事実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者
を含む。）がある方。ただし、生年月日が昭和31年４月１日以
前の方などは、単身でのお申込みが可能です。／世帯の収入が
公営住宅法に定める収入基準に合う方／現に住宅に困窮してい
ることが明らかな方／米子市税などに滞納がない方／暴力団員
でないこと
■申込受付期間　１日（水）～７日（火）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域生活課にあります。
■入居選考方法　９日（木）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　３月１日（木）
※次回の市営住宅入居者募集は３月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 10日
（金）・３月12日（月）午後１時～４時／市役所第２庁
舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委
員が相談に応じます。予約不要。 ▼９日（木）、20日
（月）、３月８日（木）／市役所本庁舎４階 402会議室。
いずれも午後１時～４時／問市民相談課（☎２３－
５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士
等が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼
17日（金）午後１時30分～４時／米子コンベンショ
ンセンター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談
室（☎３４－２６４８）・米子市消費生活相談室（☎
３５－６５６６）
■米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クー
リング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。

▼平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市
役所本庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎
３５－６５６６）
■心配ごと相談・法律相談

●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについ
て、相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、
無料。 ▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／
ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、
費用は 2,000 円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日の
午後１時～３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜
日の午前10時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）
で予約。問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■農地相談
日ごろ困っている農地のことについて、農業委員が
相談に応じます。 ▼ 15日（水）市役所本庁舎402会
議室…午前10時～正午（受付：午前10時～ 11時30
分）、和田公民館…午後２時～４時（受付：午後２時～
３時30分）／問農業委員会（☎２３－５２７７）
■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・悪徳商法被害・交通事故など、
行政書士が無料で相談に応じます。予約不要。 ▼ 11
日（土）・３月11日（日）午前10時～午後２時／イオン
米子駅前店４階男女共同参画センター会議室／問鳥
取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■税の無料相談
税金に関することなら何でもご相談ください。無料
で相談に応じます。予約不要。 ▼ 19日（日）午前10
時～午後４時／米子高島屋東館３階特設会場および
スーパーセンタープラント―５境港店／問中国税理
士会米子支部（☎３２－４７９５）
■不動産無料相談
不動産取引全般について、無料で相談に応じます。
予約不要。 ▼ 23日（木）午前10時～午後３時／米子
食品会館（旗ケ崎）／問全日本不動産協会鳥取県本
部（☎０８５７－２９－５４１１）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

身
近
な
人
を
思
い
や
り　

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
家
庭　
　
　

市
民
応
募
作
品

■議会事務局（☎３２－０３０２）
２月28日（火）本会議（開会、議案上程）
３月１日（木）本会議（代表質問・よなご会議）

２日（金）本会議（代表質問・公明党議員団）
５日（月）本会議（代表質問・日本共産党米子市議会議員団）
６日（火）本会議（代表質問・蒼生会）
７日（水）本会議（代表質問・蒼生会、各個質問）
８日（木）本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託）
13日（火）予算審査特別委員会

14日（水）総務企画委員会、予算審査特別委員会総務企画分科会

15日（木）市民福祉委員会、予算審査特別委員会市民福祉分科会

16日（金）経済教育委員会、予算審査特別委員会経済教育分科会

21日（水）建設水道委員会、予算審査特別委員会建設水道分科会
23日（金）予算審査特別委員会
27日（火）本会議（付議案の処理、閉会）
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
ところ　保健センター (ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の冊
子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（BCG）◆
対 象 児 接 種 日

H23年10月27日～11月９日生 ２月９日（木）
H23年11月10日～11月29日生 ２月29日（水）
H23年11月30日～12月15日生 ３月15日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受けてい
ない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目
H23年４月生 １回目の接種を受けていない

方は、下記の日程で１回目、
２回目を受けてください。

２月22日（水）
H23年５月生 ３月28日（水）
H23年６月生 ２月８日（水） ４月11日（水）
H23年７月生 ３月14日（水） ５月16日（水）

▼７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてくださ
い。６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は６週間
以上であれば、いくら長くてもかまいません。

献血のお知らせ
　次の会場で献血を行ないます。医療に必要な血液は、多
くの人々の善意と協力で確保されています。ご理解とご協
力をお願いします。

日 受付時間 献血会場
１日（水）14:30～16:30 山 陰 放 送
12日（日）11:00～16:30 イオンモール日吉津西館

17日（金）16:30～17:45 ジ ャ ン ボ マ ッ ク ス
（新開７丁目６－９）

■献血ルーム「ひえづ」（場所：イオンモール日吉津東館１階）
でも行なっています。
■くわしくは、鳥取県赤十字血液センター（☎３８－７１９４）
まで。

　ピアノ伴奏にあわせて、思いっきり歌いましょ
う！
　あんな歌、こんな歌…こころがますます元気には
ずんできます。
　どうぞ、あなたの健康づくりにお役立てください。
■と き　23日（木）
　　　　　　午後１時30分～３時20分
　　　　　　（受付…午後１時から）
■と こ ろ　ふれあいの里　１階　大会議室
■内 容　｢みんなで歌いましょう ｣
　　　　　　歌の指導　下

しも

田
だ

公
き み

夫
お

さん
■参 加 費　100円
■主催・問合せ
米子市地区保健推進員連絡協議会
会長　内

うち

田
だ く み こ

久美子さん（☎３３－６４９１）

特定健診の結果は
いかがでしたか？ 

　米子市の特定健診の結果で、血圧、血中脂質、血
糖値が少し高めだった方を対象に特定保健指導のご
案内（特定保健指導利用券）を随時お届けしています。
　血液検査で少し数値が高いだけ…血圧が少し高い
だけ…では、あまり気にならない方が多いのが現状
です。
　特定保健指導では、病気の芽を早い段階で摘

つ

み取
る（病気の発症を防ぐ）ことを目的としています。
　５年後、10年後も健康でいられるように…保健師、
管理栄養士が一緒に健康について考え、健康づくり
のお手伝いをいたします！
　特定保健指導を受けるには、事前に予約が必要で
す。
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年長さん、中学１年生、高校３年生相当の方
麻しん（はしか）・風しんの予防接種はおすみですか？　

　１歳～２歳未満と年長さん（平成24年４月に小学１年生になるお子さん）に加え、中学１年生と高校３年生に相当
する年齢の方を対象に麻しんおよび風しん予防接種を実施しています。（中１と高３相当の方の接種は平成24年度
まで）
　３月は接種される方で混み合いますので、できるだけ早い時期の接種をおすすめめします。

　■対 象 者　年長さん（平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ）
　　　　　　中学１年生（平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ）
　　　　　　高校３年生（平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ）
■受 け 方　委託医療機関に個人で予約してから接種を受けてください。
■接種期間　平成24年３月31日まで
■費 用　無料
■持参するもの　母子手帳　予診票　予防接種済証（高３）
　　　　　　　　２期の方の予診票はお生まれになられた時の予診票綴りに同封しています。
　　　　　　　　３期、４期の対象の方には４月に個人通知をしています。
　　　　　　　　くわしくはお送りした通知をごらんください。

　　　　　　　　　※予診票、予防接種済証を失くされた方は健康対策課で再発行の手続きをしてください。

中学１年生～３年生、高校１年生相当の年齢の女子の方
子宮頸がん予防ワクチンの助成をしています

　平成23年の７月から中学１年生～３年生、高校１年生相当の年齢の女子を対象に子宮頸がん予防ワクチンの費用
助成をしています。平成24年度も助成事業は継続予定ですが、ご希望の方はできるだけ早く受けてください。
　「サーバリックス」と「ガーダシル」の２種類のワクチンが対象です。いずれも子宮頸がんの予防効果があります。
医療機関で相談して、どちらかを選択して同じワクチンを３回接種してください。
■現高校１年生相当の年齢の女子は、３月末までに１回以上接種をされた方についてのみ、４月以降の接種を助成
しますので、できるだけ早く接種を開始してください。４月以降に初回接種された場合は全額自己負担になります
のでご注意ください。
■委託医療機関に個人で予約をしてから接種を受けてください。
■平成23年７月に個人通知していますが、予診票を紛失された場合は、健康対策課の窓口で再発行の手続きをし
てください。
■接種間隔について
　３回接種が必要ですが、ワクチンの種類で接種間隔が違います。接種間隔が短くならないようにしてください。

ワクチンの種類 １回目 ２回目 ３回目
「サーバリックス」
（グラクソ・スミスクライン社製）

―初回― 初回から１か月後 初回から６か月後

「ガーダシル」
（ＭＤＳ社製）

―初回― 初回から２か月後 初回から６か月後
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クラブ合同発表会
19日（ 日 ） 午 前10時30分
～。筝、ハンドベル、リコー
ダー、合唱、落語クラブが練
習の成果を発表します。表千
家のお点前披露やお茶席もあ
ります。（大人 300 円・子ど
も 100円）
陶芸、花あしらい、原始人ク
ラブの作品展示もあります。
夕暮れ観測会「一番星 ( 金星 )
と月をみよう」
25日（土）午後４時30分～６
時、 対 象： ど な た で も 可、
20組、無料。11日（土）から
電話受付。
夜間プラネタリウム
25日（土）午後６時～６時30
分の投影。幼児・小中高校
生・70歳以上の方無料、大
人 300円。
プラネタリウム「今夜見える
星空と全天周番組」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・
３・４時の投影。幼児・70歳
以 上 無 料、 小 中 高 校 生 50
円（土・日・祝は無料）、大人
300円。
えほんとわらべうた

▼５日（日）　0～１歳半：午

後１時30分～、１歳以上：午
後２時10分～。

▼毎週水曜日　0 ～１歳半：
午前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
紙芝居のじかん
18日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
12日（日）午前11時～11時
30分、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
25日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談「ままこん」
22日（水）午前10時～正午、
自由参加、無料。元保育士の
方々が、子育て中の保護者の
悩みに答えてくださいます。
みなとやまプレーパーク（協
力：みなとやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日、午前10時～午
後４時30分。屋外に冒険遊
び場を開園。対象：幼児～大
人、無料。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■図書室は、20日（月）～ 27
日（月）まで年度末図書整理の
ため、本の貸出はできません。

（返却は可）

■多目的ホールと研修室は開
館日の午後10時まで利用可。
有料・要事前申込。（１週間
前まで）

特別展 「三
み

沢
さ わ あ つ ひ こ

厚彦 ANIMALS'11 
in Yonago」
会期：12日（日）まで

［水曜日休館、８日（水）は臨
時開館］
観覧料：一般＝ 900（700）円、
高校・大学生＝600（500）円、
小・中学生＝ 300（200）円、
親子［一般1名と小・中学生２
名の料金］＝1,200（900）円
※（　）内は 15名以上の団体、
70歳以上、障がいのある方

（付添いの方１名む）の料金。
関連：10ページ「美術館通信」

アーティストギャラリーツアー
［三沢厚彦による展示解説］
12日（日）午後２時～
第５回ミュージアムスクール 

「理事長レクチャー」
26日（日）午後２時～３時、
美術館第５展示室。定員：40
名程度、事前申込不要、参加
無料。
※くわしくは美術館まで。
■開館時間
午前10時～午後６時

平成23年度素鳳コレクション展
「ひいな　～春を待つ人形たち～」
坂
さ か ぐ ち

口真
ま さ こ

佐子さん（1908～1997
年）が半生をかけて蒐

しゅうしゅう

集した
コレクションの中から、江戸
時代から大正期の華やかで多
様なひな人形を中心に、素鳳
コレクションを公開します。
会期：３月４日（日）まで

【毎週火曜日休館】
観覧料：一般 500（400）円、
高校・大学生 300（200）円
※（　）内は、15人以上の団
体料金及び歴史館友の会会員
料金です。中学生以下の方、
70歳以上の方、障がいのあ
る方、要介護者とその介護者
は無料。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

つつじ読書会
４日（土）午後２時、特設文庫
室、『平家物語』石

いし

母
も

田
だ

正
ただし

：
著　岩波新書
楽しく漢文に学ぶ会
５日（日）午後１時30分、特
設文庫室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）を
読みます。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分、
親子読書コーナー。絵本の読
み聞かせ・わらべうた・紙芝
居・パネルシアターなど。

２月の催し

児童文化センター
（☎ 34－5455）

米子市美術館
（☎ 34－2424）

市 立 図 書 館
（☎ 22－2612）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）



有

料

広

告

★14日（火）（毎月第２火曜日・
図書館職員）午後４時～、絵
本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど
古文書研究会
25日（土） 午後１時30分、大
会議室。「日野郡大庄屋関連
史料を読む―大山領村々の草
山利用と入会地争論」を読む。
講師：山

や ま ふ じ

藤良
り ょ う じ

治さん
ビジネス支援
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
８日（水）午後２時～４時、特
設文庫室、予約先：日本政策
金融公庫米子支店（☎３４－
５８２１）
「就農相談会」（要事前申込）
26日（日）午前10時～午後
３時、 特 設 文 庫 室。 主 催：

（財）鳥取県農業農村担い手
育成機構西部支所（☎３１－
９６４４）
「特許無料相談」（要事前申込）
28日（火）午前10時30分～
午後４時、特設文庫室。主催・
予約先：米子市立図書館（☎
２２－２６１２）
■開館時間
午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、29日（月末資料整理）

第17回米子水鳥公園絵画コ
ンクール作品展
第17回米子水鳥公園絵画コ
ンクールに出品していただい
た小学生の皆さんの力作を多
数展示します。また、展示期
間中、来館者の方々による投

票審査も行ないます。
２月１日（水）～３月11日（日）
開館時間中いつでもご観覧し
ていただけます。会場：水鳥
公園ネイチャーセンター
自然観察会「巨大ネズミヌー
トリアに会おう！」
外来生物のヌートリアを観察
して、その秘密に迫ります。
11日（土）午前10時～11時
30分（集合時間：午前10時）、
対象：小学生から大人、当日
受付、集合：水鳥公園ネイ
チャーセンター
ラムサール条約リレーシンポ
ジウム第５弾

「さかなクン」の講演のほか、
今年度開催された子どもラム
サール全国湿地交流会の開催
報告を、交流会に参加した子
どもたちが発表します。
18日（土）午後２時～４時30
分（受付開始：午後１時 30
分）、会場：くにびきメッセ
国際会議室（松江市）。
問合せ：鳥取県生活環境部
水・大気環境課　近藤さん・
田中さん（☎０８５７－２６－
７８７０）
手作り自然教室「WWD 記
念中海の恵みを味わおう会」
２月２日の世界湿地の日（W
WD）を記念して、中海の美
味しい水産物をみんなで料理
し、味わいながら湿地の恵み
について考えます。
19日（日）午前10時～午後
２時（集合時間：午前10時）、
対象：小学生、先着15名、
要予約、参加料 500円（入館
料込み）、会場：水鳥公園ネ
イチャーセンター

■米子水鳥公園の催しへの参
加には、入館料（高校生～
69歳は 300円、その他は無
料）が必要です。
■水鳥公園のイベントは、
とっとり県民カレッジ連携講
座です。
■開館時間　平日：午前８時
30分～午後５時30分、土・日・
祝：午前７時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日

２月ロビー展
「ちぎり絵と手毬展」
■入園料
大人 200円、小・中学生 50円。

（市内にお住まいの方の料金。
受付でお申し出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日　第２・第４水曜日

素鳳コレクション
「雛

ひ な

の思い出」
春を喜び、女の子の幸せを願
う華やかな雛

ひ な

祭り。
期間：２月16日（木）～４月
８日（日）
企画展「旅館収蔵雛

ひ な

人形展と
シマネＲプロダクト　新しい
ものづくり展
～燭

しょくだい

台・ブリザードフラワー・
石州和紙・木工芸～
期間：２月16日（木）～４月
８日（日）
■入館料
250円（小学生以下無料）
■開館時間
午前９時～午後５時
■今月の休館日
13日～ 15日、28日

米子水鳥公園
（☎ 24－6139）

伯耆古代の丘公園
（☎ 56－6817）

素鳳ふるさと館
（☎35－0175：米子市観光センター内）

エコアクション米子 2012
　地球温暖化問題は、人類の生存基盤に関わる重要な環
境問題の一つです。
　地球温暖化について考える「エコアクション米子
2012 ―今、見直そう！暮らしかた―」が、米子コンベ
ンションセンターで開催されます。 
 エコバッグづくりや自転車発電での綿菓子づくり、電気
自動車の展示・試乗など、多くの催しがあります。また、「エ
コクイズ」や「節電アイデア」表彰も行なわれます。その他、
盛りだくさんのイベントが開催されます。 
　入場無料で、どなたでも参加いただけます。 
　くわしくは、環境政策課へ問い合わせください。米子
市ホームページでもご確認いただけます。
■と き　18日（土）午後１時～４時
■ところ　米子コンベンションセンター　情報プラザ
■主 催　ストップ温暖化！実行委員会米子
■問合せ　環境政策課（☎２３－５２５９）



米子市の人口と世帯数　平成24年１月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,365人（＋38人）　男性 71,397人（－7人）　女性 78,968人（＋45人）　世帯数 63,804世帯（＋13世帯）

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@city.yonago.lg.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　ツクシガモは、毎年冬に水鳥公園にやってくるカモの仲間です。このカモの名前
を聞くと、多くの方は春に生える土

つ く し

筆を連想するのではないでしょうか。ところが、
ツクシガモは漢字で書くと筑紫鴨と示すように、九州の筑紫地方のカモという意味
で、春の土筆とは関係ありません。
　名前の通り、日本では九州が主な渡来地で、本州では飛来数が少なく、西日本な
らではの鳥です。九州と近い山陰地方には毎冬やってきますが、数万羽のカモが飛
来する中海でも数羽しかやってこない、珍しいカモです。
　ツクシガモは体が大きく、白い体がとても目立ちます。また、鮮やかな紅色のく
ちばしと、首の付け根をぐるりと囲む茶色の帯、体に沿って走る両肩の黒い線と、

コントラストの強い美しい姿をしています。そのため、野鳥ファンにも人気があり、観察していて楽しいカモです。
　ツクシガモはカモの仲間では珍しく、オスもメスも美しい姿をしており、雌雄の見分けは難しいです。ところが、春に
なると見分けがつくようになります。
　春になると、オスのおでこにはコブができます。つまり、おでこにコブがあれば、そのツクシガモはオス、というわけ
です。また、体全体の模様も、オスのほうがより色鮮やかです。
　これまでに水鳥公園で見られたツクシガモでコブ付きの個体は１羽もいませんでした。しかし、昨年の春に、ついにコ
ブがある個体が現れました。水鳥公園に滞在していたものの中の１羽に、コブが出てきたのです。この個体は、一緒に行
動していた他の個体よりも体が一回り大きく、色も鮮やかで、いかにもオスらしい見事な姿をしていました。私は、動物
園などでは立派なコブがあるツクシガモを見たことがありましたが、野生ではこれが初めてで、感激しました。
　今年の冬もツクシガモが２羽やってきて、１月11日現在も滞在中です。２羽とも色鮮やかな姿をしているのでオスだろ
うと思っていたら、年末頃から少しずつコブがでてきました。このまま早春まで滞在してくれれば、おでこのコブがもっ
と大きくなるはずなので、立派なコブがある姿になるのが楽しみです。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
ツクシガモ

２月に見られる水鳥公園の生きものたち
コハクチョウ、マガン、ツクシガモなどのカモ類、オオタカなどのタカ類、ハジロカイツブリな
どのカイツブリ類、アオサギなどのサギ類、マヒワなどの小鳥類　など。

「よなごの宝88選」から

　尾
お

高
だ か

城
じ ょ う せ き

跡の梅園とユーカリ（希少巨木：フトモモ科）　《宝No.11》　尾高
　史跡尾高城跡には、このあたりには珍しいユーカリノキの巨木や梅園があります。
大山観光道路と県道淀江岸本線が交わり、米子自動車道にも近い。季節毎に、それぞ
れに、一味違う風情が楽しめる名所です。
　梅園は、北側の「越ノ前郭

くるわ

」にあります。12,000㎡の敷地に、昭和53年（1978）、
「米子市を花と緑で飾る会」（会長　青

あ お と き さ ぶ ろ う

戸喜三郎）から寄贈された、白
しら

加
か が

賀、寒
か ん こ う ば い

紅梅、
南
なん こ う

高、紅
こう ば い

梅、玉
ぎょくえい

英、花
は な こ う み

香味、鹿
か ご し ま

児島紅
べに

など約 10種類、300 本余の梅が植えてあります。
郭
くるわ

や堀跡の形状を活かしながら池や遊歩道も整備され、白梅や紅梅の華麗な花をゆっ
たり観賞できます。２月下旬から３月中旬、ウグイスの囀

さえず

りを聴きながら望む雪化粧の秀峰大山と梅園とのコン
トラストは絶景です。
　ユーカリノキ（ユーカリジュ）は、南側の「天神丸郭

くるわ

」の宿泊研修施設「シャトー・おだか」の
前にあります。幹周りが 2.4ｍ、樹高が 22ｍ。市内では珍しく、最も大きいものです。地元の方に
よると、昭和20年代に大高小学校の敷地に卒業記念樹として植えられたということです。

　ユーカリノキは、オーストラリア原産の常緑高木で、明治10年（1878）頃日本に渡来
しました。その葉はコアラの食物として有名です。細長い葉は 20～30cm あり、質は
硬く表裏の区別がなく、油を多く含み、樟

しょうのう

脳のような強い香気があります。幹は直立し、
樹皮は縦に長くひも状に剥

は

がれ、滑らかな灰白色をしています。
　なお、城跡中程の「方形館跡」「南

みなみおおくび

大首郭
くるわ

」「中の丸」には、樹齢20年以上 200本の桜園があり、城
跡北東の「越ノ前郭

くるわ

」「方形館跡」と「本丸」間の堀沿いには、約700本が植えられた紫
あ じ さ い

陽花園もあ
ります。地元では、草刈りや選定などの美化に地域をあげて取り組んでいます。
お知らせ　第20回よなご88探宝会　２月18日（土）午後１時～４時、巌界隈、定員 30名、参加費 500円。申込方法：住所・
氏名・電話番号を明記の上、郵便またはFAXで「よなごの宝88選事務局」（東町161－2　文化課内、FAX23 － 5414）まで。
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